
額
面
金
額
×

×
0•
1
5

1
0
0

初
期
利
子
支
払

期
の
６
ヵ
月
前

の
日
か
ら
発
行

日
ま
で
の
日
数

3
6
5

平成™™年 月™ 日 水曜日 第œ›—�号官 報

十
二

償
還
期
限

平
成
二
十
五
年
九
月
十
五
日

十
三

償
還
金
額

額
面
金
額
百
円
に
つ
き
百
円

十
四

払
込
期
日

平
成
二
十
二
年
九
月
十
五
日

十
五

払
込
場
所

日
本
銀
行
の
本
店
又
は
支
店

十
六

中
途
換
金

の
取
扱
い

中
途
換
金
の
買
取
り
は
、
平
成
二
十

三
年
九
月
十
五
日
以
後
に
お
い
て
行

う
こ
と
と
し
、
そ
の
買
取
金
額
は
、

次
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
算

式
に
よ
り
算
出
し
た
金
額
と
す
る
。

^

平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日
か

ら
平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
前

ま
で
の
間
の
場
合

額
面
金
額
＋
経
過
利
子
に
相
当
す

る
金
額
－
（
利
子
に
相
当
す
る
金

額
×

8
0

1
0
0
×
２
－
受
入
経
過
利
子

に
相
当
す
る
金
額
）

な
お
、
受
入
経
過
利
子
に
相
当
す

る
金
額
は
、
次
の
算
式
に
よ
り
算

出
し
、
そ
の
算
出
結
果
に
円
未
満

の
端
数
が
生
じ
た
場
合
に
は
切
捨

て
と
し
、
一
円
に
満
た
な
い
場
合

に
は
一
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
受

入
経
過
利
子
に
相
当
す
る
金
額

は
、
個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に

関
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
財
務

省
令
第
六
十
八
号
）
第
四
条
第
十

二
項
に
規
定
す
る
受
入
経
過
利
子

が
発
生
し
な
い
銘
柄
に
つ
い
て
は

零
と
す
る
（
次
号
に
お
い
て
同

じ
。）。

_

平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
以

後
の
場
合

額
面
金
額
＋
経
過
利
子
に
相
当
す

る
金
額
－
利
子
に
相
当
す
る
金
額

×
8
0

1
0
0
×
２

十
七

中
途
換
金

の
特
例

前
号
に
よ
る
取
扱
い
の
ほ
か
、
個
人

向
け
国
債
を
有
す
る
者
（
相
続
税
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
）

第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す

る
特
別
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
の
受

益
者
を
含
む
。）が
、
死
亡
し
た
と
き

に
は
そ
の
相
続
人
が
、
又
は
そ
の
居

住
す
る
市
町
村
（
特
別
区
を
含
み
、

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の

十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て

は
、
当
該
市
又
は
当
該
市
の
区
と
す

る
。）の
区
域
に
お
い
て
、
災
害
救
助

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八

号
）
に
よ
る
救
助
の
行
わ
れ
る
災
害

が
発
生
し
、
当
該
災
害
に
か
か
っ
た

と
き
に
は
当
該
個
人
向
け
国
債
を
有

す
る
者
が
、
平
成
二
十
三
年
九
月
十

五
日
前
で
あ
っ
て
も
、
当
該
個
人
向

け
国
債
の
中
途
換
金
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
買
取

金
額
は
、
次
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
金
額

と
す
る
。

^

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
か

ら
平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日
前

ま
で
の
間
の
場
合

額
面
金
額
＋
経
過
利
子
に
相
当
す

る
金
額
－
（
利
子
に
相
当
す
る
金

額
×

8
0

1
0
0
＋
経
過
利
子
に
相
当
す

る
金
額
－
受
入
経
過
利
子
に
相
当

す
る
金
額
）

_

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
前

の
場
合

額
面
金
額
＋
経
過
利
子
に
相
当
す

る
金
額
－
（
経
過
利
子
に
相
当
す

る
金
額
－
受
入
経
過
利
子
に
相
当

す
る
金
額
）

十
八

元
利
金
支

払
場
所

日
本
銀
行

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
九
十
三
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
市

町
長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り

扱
う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
十
六
日
か
ら
効
力

を
生
ず
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

大
阪
府
羽
曳
野
市
長

奈
良
県
吉
野
郡
下
市
町
長

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
九
十
四
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

一
般
社
団
法
人
日
本
流
通
自
主
管
理
協
会

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一
丁
目
十
番
九
号
九
段
ヴ
ィ

ガ
ス
一
階

認
証
年
月
日

平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日

〇
財
務
省
告
示
第
三
百
十
四
号

個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
四

年
財
務
省
令
第
六
十
八
号
）
第
四
条
第
十
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
九
月
十
五
日
に
発
行
し
た
個
人

向
け
国
債
の
発
行
条
件
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称
及
び
記

号

個
人
向
け
利
付
国
庫
債
券
（
固
定
・

三
年
）（
第
三
回
）

二

発
行
の
根
拠

法
律
及
び
そ

の
条
項

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
四
十
六

条
第
一
項

三

振
替
法
の
適

用
等

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法

律（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
。

以
下
「
振
替
法
」
と
い
う
。）の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
し
、
そ
の

振
替
機
関
は
日
本
銀
行
と
す
る
。

四

発

行

額

額
面
金
額
で
二
百
九
十
三
億
四
千
三

百
二
十
八
万
円

五

最
低
額
面
金

額

一
万
円

六

振
替
単
位

振
替
法
の
規
定
に
よ
る
振
替
口
座
簿

の
記
載
又
は
記
録
は
、
最
低
額
面
金

額
の
整
数
倍
の
金
額
に
よ
る
も
の
と

す
る
。

七

発

行

日

平
成
二
十
二
年
九
月
十
五
日

八

発
行
価
格

額
面
金
額
百
円
に
つ
き
百
円

九

利

率

年
〇
・
一
五
パ
ー
セ
ン
ト

十

初
期
利
子

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
を
支
払

期
と
し
、
次
の
算
式
に
よ
り
算
出
し

た
金
額
を
支
払
う
。
た
だ
し
、
支
払

期
が
銀
行
休
業
日
に
当
た
る
と
き

は
、
そ
の
翌
営
業
日
に
支
払
う
（
以

下
、
次
号
及
び
第
十
二
号
に
お
い
て

規
定
す
る
期
日
に
つ
い
て
同
じ
。）。

額
面
金
額
×

0•
1
5

1
0
0
×
１２

十
一

第
二
期
以

後
の
利
子

毎
年
九
月
十
五
日
及
び
三
月
十
五
日

を
支
払
期
と
し
、
各
支
払
期
に
お
い

て
、
そ
の
日
以
前
六
月
間
に
属
す
る

利
子
を
支
払
う
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
五
十
五
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二

条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
生
物
由
来
製
品
及
び
特
定
生
物
由
来
製
品
（
平
成
十
五

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

別
表
第
１
の
５
中
b
を
c
と
し
、
\
か
ら
a
ま
で
を
]

か
ら
b
ま
で
と
し
、
]
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

\
ウ
シ
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
五
十
六
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二

条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
二
条
第
五
項
か

ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
高
度
管
理
医
療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及
び
一
般
医
療

機
器（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

1
0
8
3
ウ
シ
心
膜
パ
ッ
チ

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
五
十
七
号

医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び

品
質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
六
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
管
理
及

び
品
質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
療
機
器
（
平

成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

本
則
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

786

ウ
シ
心
膜
パ
ッ
チ

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
五
十
八
号

薬
事
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十
一
号
）
第

八
十
条
第
二
項
第
七
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
施

行
令
第
八
十
条
第
二
項
第
七
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
特
別

の
注
意
を
要
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す

る
高
度
管
理
医
療
機
器
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
四
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

「
及
び
1079
」
を
「
、
1079
及
び
1083
」
に
改
め
る
。
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